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1. 計画の役割：将来像と実行手順の「一体化」

 利便増進実施計画

＝ 具体的な手順書（アクション）

設計図を形にするための具体的な路線再編

や設備投資を定めます。

地域公共交通計画

＝ 大きな設計図（方針）

宮崎市全体の交通網が目指すべき「将来像」

を描くマスタープランです。

セットで策定することで、理想を語るだけでなく、スピード感を持って着実に実行へ移します。
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２．「利便増進実施計画」策定のメリット

1. 強力な財政支援

将来にわたって路線を維持し続けるため、拠点の

バス停における屋根・ベンチの整備やDX化など、

利便性向上への投資に対し国の手厚い補助金を

活用できるようになります。

2. 公的な信頼性の確保

国が認定する公式な計画となることで、路線の見

直しが事業者の都合ではなく、「宮崎市の未来の

ために、行政と国が認めた必要なステップであ

る」という強力な裏付けとなります。
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３．持続可能な仕組みにするための『役割』

国の認定を受けることは、関係者全員で仕組みを育てていく役割の共有を意味します。

状況の継続的な注視

新しいネットワークが地域に馴染ん

でいるか、市と事業者でしっかりと

状況を見守ります。

議論を通じた方向性の探求

限られた経営資源をどこに、どの

ように配置するのが最適か、皆様

と議論を重ねていきます。

仕組みを育てる共創

認定はゴールではなく、市民・事業

者・行政が共に持続可能な交通網

を育てていく出発点です。
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４．計画策定に向けた推進体制

委託先：日本工営株式会社 【選定理由】

 昨年度事業との継続性（データの熟知）

● 昨年度、本市が宮崎交通へ補助を行い実施した「バスネット

ワーク再構築支援事業」において、実務の核心であるデータ

分析や運行シミュレーションを一貫して担当していること。

● 路線再編の根拠となる詳細な利用データや地域特性を最も

熟知しており、今回の計画策定へシームレスに成果を反映で

きる唯一の事業者であること。

高度な専門ノウハウによる確実な執行

● 国の認定（手厚い財政支援）を受けるためには、極めて高度

かつ専門的な実務ノウハウと国との事前調整力が不可欠と

なること。

● 同社の豊富な他都市での認定実績・ノウハウを活用すること

で、遅延の許されないタイトなスケジュール（来年3月認定）を

確実にクリアするため。

本会議と日本工営の間で業務委託契約を締結予定
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５．スケジュール

※ 例年、3月中の認定には数ヶ月の審査期間が必要。

 　 1月の最終承認に向け、事務局では国との事前協議をスピード感を持って並行して進めます。

5月（本日）

第1回会議

 策定方針のご審議

7月〜11月

第2・3回会議

 計画素案の協議

12月

パブコメ

 市民意見の募集

来年1月

第4回会議

 最終案のご承認

来年3月

国の認定取得

 年度内の完了


